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－ １ －

１．一般国道５２号清水ＩＣ関連の事業概要

（１）事業目的

一 般 国 道 ５ ２ 号 清 水 Ｉ Ｃ 関 連 の 全 体 位 置 図

一般国道５２号清水ＩＣ関連は、静岡県静岡市清水区宍原において一般国道５２号から新東名高速道路新清水ＩＣにアク

セスする約０．２kmの区間と雨量規制区間を抱える一般国道５２号の新清水ＩＣ取付部約０．８kmから構成されており、高速

道路ＩＣアクセスの改善、孤立集落の解消、リダンダンシー機能の確保を目的に計画された道路です。

平成２０年度にインター取付部（約０．８km）が供用し、平成２４年度には新東名高速道路（御殿場ＪＣＴ～浜松いなさＪＣＴ）

の供用とともに新清水ＩＣアクセス部（約０．２km）が供用しました。

清水ＩＣ関連の整備により、高速道路ＩＣアクセス時間の短縮、雨量規制区間の解除による孤立集落の解消等の効果が発

現しています。

静岡県

一般国道５２号
清水ＩＣ関連

しずおかけん しずおかし しみずく ししはら

凡例

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

富士ＩＣ

新清水ＪＣＴ

清水ＪＣＴ

清水
いはらＩＣ

富士市

静岡市

清水区

富士川ＳＡ
ｽﾏｰﾄＩＣ

新清水ＩＣ

富士川

至 名古屋

至

東
京

富士宮市

11

11

5252

139139

一般国道５２号
清水ＩＣ関連

至 甲府

至

東
京

至

名
古
屋

至 山梨

しみず しんしみず

ごてんば はままつ

新富士ＩＣ

山梨県

南部町



－ ２ －

一 般 国 道 ５ ２ 号 清 水 Ｉ Ｃ 関 連 の 詳 細 図

１．一般国道５２号清水ＩＣ関連の事業概要

静岡市

清水区

インター取付部（国道５２号）

Ｌ＝０．８km
（平成２１年３月供用）
※雨量規制解除区間

新清水ＩＣ

清水ＰＡ
5252

至 静岡

至 山梨

清水工業団地

至

東
京

至 名古屋

富士宮市

凡例

清水ＩＣ関連

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

新清水ＩＣｱｸｾｽ部
（国土交通省施工分）

Ｌ＝０．２km
（平成２４年４月供用）

5252

現在の

雨量規制区間

（逢坂）

Ｌ＝１．７km

静岡県静岡市清水区宍原終
しずおかけん しずおかし しみずく ししはら

静岡県静岡市清水区宍原
しずおかけん しずおかし しみずく ししはら

新清水ＩＣｱｸｾｽ部
（NEXCO施工分）

Ｌ＝０．４km
（平成２４年４月供用）

【インター取付部（国道５２号）の概要】

新清水ＩＣと国道５２号を接続するため、影響

範囲（Ｌ＝０．８ｋｍ）の線形改良を実施した。

清水工業団地

至 東京

至 名古屋

至 国道１号

至 山梨



●道路規格 ： 新清水ＩＣアクセス部 ：Ａ規格

インター取付部（国道５２号）：第３種３級

●設計速度 ： 新清水ＩＣアクセス部 ：４０km/h

インター取付部（国道５２号）：５０km/h

●車線数 ： ２車線

●都市計画決定 ： 平成 ３年度

●事業化 ： 平成 ８年度

●用地着手年度 ： 平成１３年度

●工事着手年度 ： 平成１６年度

●事業完成年度 ： 平成２３年度

●全体事業費 ： 約２５億円（約９３億円※）

－ ３ －

（２）計画概要

標 準 断 面 図
し ん し み ず

［新清水ＩＣアクセス部］

［インター取付部（国道５２号）］

8,000

※NEXCO施工分を含む
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２．評価の視点：一般国道５２号清水ＩＣ関連

（ １ ） 事 業 効 果 の 発 現 状 況
① 高速道路ＩＣアクセスの改善

 高速道路ＩＣアクセス時間の短縮

新清水ＪＣＴ

清水ＪＣＴ

清水いはらＩＣ

11

清水ＩＣ

新清水ＩＣ

5252

至

東
京

至 山梨

清水港

［清水ＩＣ関連整備前］
清水工業団地⇒清水ＩＣ
距離：約１８km
所要時間：約２６分

静岡市

清水区

至

名
古
屋

※民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ24.4月15日～Ｈ25.3月31日）の
平日12時間平均旅行速度より算出

［清水ＩＣ関連整備後］
清水工業団地⇒新清水ＩＣ
距離：約０．１km
所要時間：約１分

清水工業団地

凡例

新清水ＩＣ関連供用前の
最寄り高速ＩＣまでのルート

新清水ＩＣ関連供用後の
最寄り高速ＩＣまでのルート

 高速道路ＩＣ１５分圏の分布

清水ＩＣ関連の整備により
新たに高速道路１５分圏と
なった地域

事業所数

清水区 194箇所

旧芝川町 41箇所

計 235箇所

［新たに１５分圏となった地域］

凡例

新東名供用前

新東名供用後

高速道路ＩＣ１５分圏

新清水ＪＣＴ
清水いはらＩＣ

清水ＪＣＴ
清水ＩＣ

新清水ＩＣ

新富士ＩＣ

富士川ＳＡ
ｽﾏｰﾄＩＣ

静岡市

清水区

富士市

富士宮市

5252

5252

11

11

11

（旧芝川町）

※出典：事業所数（Ｈ22工業統計）

企業活動の変化

厚
木

［新東名供用後］

自社便（4ｔ車）２往復

5252

新東名・東名

＜清水工業団地企業の声＞

新東名高速道路の利用で運送時

間が約１時間短縮し、自社便（4ｔ

車：２往復）を活用できるようになり

ました。これにより、約２５％の輸送

コスト削減を達成できました。

［新東名供用前］

委託（10ｔ車）１往復

※企業ヒアリング調査結果（Ｈ25.1.29）より

東名国道１号・田子の浦伝法線

清水工業団地

富士ＩＣ興津ＩＣ

■清水ＩＣ関連の整備により、清水工業団地から最寄りの高速道路ＩＣまでの所要時間が大きく短縮され、また、清水区及び旧芝川町で

は、新たに２３５箇所の事業所が高速道路ＩＣ１５分圏内となり、立地企業の競争力向上に貢献しました。

■清水工業団地の企業では、新東名高速道路を利用することで目的地までの所要時間が大幅に削減され、自社便での１日２往復が可能と

なったため輸送コストが約２５％削減されています。

新清水ＩＣ
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２．評価の視点：一般国道５２号清水ＩＣ関連
② 孤立集落の解消

■国道５２号の宍原地区においては、静岡側・山梨側それぞれに雨量規制区間が存在し、両区間ともに通行止めとなると完全に孤立し

ていましたが、清水ＩＣ関連の整備により、インター取付部区間（０．８ｋｍ）については平成２１年３月に雨量規制区間が解除さ

れ、平成２４年４月の新東名高速道路の供用により、名古屋方面・東京方面への移動が可能となり、宍原地区の孤立化が解消されま

した。

［清水ＩＣ関連の整備による宍原地区の孤立解消］

清水ＩＣ関連整備前 清水ＩＣ関連整備後

 雨量規制履歴

新東名高速道路

新清水ＩＣ

5252

至 静岡

至 山梨

雨
量
規
制
区
間

Ｌ
＝
２
．
５
ｋ
ｍ

宍原地区
雨量規制時には静岡
方面への道路網が遮
断され、宍原地区が
孤立

新東名高速道路
新清水ＩＣ

5252

至 静岡

至 山梨

雨
量
規
制
区
間

Ｌ
＝
１
．
７
ｋ
ｍ

逢坂・万沢ともに通行止め時には、
国道５２号が寸断され、宍原地区が孤立

宍原地区

新清水ＩＣを介して新
東名を利用すること
で、宍原地区の孤立
が解消

 雨量規制区間の解除

新清水ＩＣ

5252
至

名
古
屋

至

東
京

至 国道１号

通行止め状況（逢坂）

インター取付部
（雨量規制解除区間）

Ｌ＝０．８km

現在の雨量規制区間
（逢坂）

Ｌ＝１．７km

雨量規制区間
（万沢）

Ｌ＝４．８km

宍原地区

至 山梨

5252
宍原地区の概要
人口：６９９人
世帯数：３１５世帯

※静岡市の統計情報（Ｈ２４）より

山梨県

南部町

静岡市

清水区

：雨量規制区間（逢坂）における通行止め時間

：雨量規制区間（万沢）における通行止め時間

：逢坂・万沢ともに通行止めとなり、宍原地区が孤立する時間

Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

※Ｈ２５年は１０月末時点

通行止位置

通行止位置



［宍原地区から各病院までの搬送時間］

－ ６ －

２．評価の視点：一般国道５２号清水ＩＣ関連

③ 地域住民の利便性向上

 住民生活の変化

※小河内地区住民へのヒアリング調査結果（Ｈ25.10.24）より

新東名供用に伴い清水ＰＡが新たに設

置されたことで、清水ＰＡでの新たな雇

用が創出され、小河内地区では約１０人

程度がパート勤めをしています。

■清水ＩＣ関連の整備により、新東名高速道路を利用することで静岡県立総合病院（第三次救急医療施設）への搬送時間が約１３分短

縮され、死亡率（多量出血）の低下が見込まれます。また、搬送患者の負担軽減など、救急活動に貢献しました。

■清水ＩＣ関連の整備により、国道５２号の交通量が約３割減少し、国道５２号沿線地域の安全性・利便性が向上しています。

■新東名供用に伴い清水ＰＡが設置されたことで、清水ＰＡでの雇用が新たに創出されています。

新清水ＪＣＴ

清水
いはらＩＣ

清水ＪＣＴ

清水ＩＣ

至

名
古
屋

至

東
京

新静岡ＩＣ

＜静岡市消防局の声＞
山道を走行することがなくなり、

カーブが減り路面状態も良くなった
ため、安静に搬送できるようになり
ました。また、搬送時間が短縮され、
傷病者への負担が軽減されました。

※静岡市消防局ヒアリング調査
結果（Ｈ25.10.21）より

 救急医療活動の改善

［宍原地区⇒静岡県立総合病院への搬送ルート］

静岡県立
総合病院※

新東名供用後：約２５分
国道52号⇒新東名⇒山脇大谷線

宍原地区

新東名供用前：約３８分
国道52号⇒国道1号静清ﾊﾞｲﾊﾟｽ

5252

11

11

※静岡県立総合病院は第三次救急医療施設に指定

搬送先病院
新東名
供用前
所要時間

新東名
供用後
所要時間

短縮
時間

静岡県立総合病院 約３８分 約２５分 約１３分

静岡市立清水病院 約３５分 約２７分 約８分

桜ヶ丘総合病院 約３２分 約２２分 約１０分

静岡済生会総合病院 約３６分 約２６分 約１０分

清水駿府病院 約３４分 約２４分 約１０分

［清水ＰＡにおける新たな雇用］

小河内
地区

清水ＰＡ

新清水ＪＣＴ

清水いはらＩＣ

清水ＩＣ

清水ＪＣＴ

新清水ＩＣ

11

5252 ［小河内地区住民の声］

清水ＩＣ関連の供用により、家

の前を走る国道５２号の交通

量が約２～３割ほど減少した

印象があり、安全性が向上し

ました

至

名
古
屋

至 山梨

交通量
観測断面

静岡市立
清水病院

清水駿府病院

桜ヶ丘
総合病院

静岡済生会
総合病院

※ 新東名供用前：Ｈ17道路交通ｾﾝｻｽ
新東名供用後：清水北ﾄﾗｶﾝ交通量

（Ｈ24.4.14-Ｈ25.4.13）

［国道５２号交通量の変化］

新清水ＩＣ

［静岡県立総合病院からの３０分圏域図］

新清水ＪＣＴ

新静岡ＩＣ
清水ＪＣＴ清水ＩＣ

清水
いはらＩＣ

5252

11

新清水ＩＣ周辺地域が
新たに静岡県立総合病
院の３０分圏内となる

静岡県立
総合病院

凡例

清水ＩＣ関連供用前
の30分圏

清水ＩＣ関連供用後
の30分圏

8,600
5,700

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

新東名供用前 新東名供用後

（台/日）

約３割減

［搬送時間短縮による死亡率（多量出血）の低下］

時間経過と死亡率の関係
新東名供用前：
死亡率約６０％

新東名供用前：
死亡率約６０％

新東名供用後：
死亡率約４０％

新東名供用後：
死亡率約４０％

搬送時間の短縮により
死亡率が低下

出典：カーラーの救命救急曲線

新東名
供用前

新東名
供用後

約６０％

約４０％



－ ７ －

２．評価の視点：一般国道５２号清水ＩＣ関連

④ リダンダンシー機能の確保

■国道５２号の通行止め時には大幅な迂回を強いられていましたが、清水ＩＣ関連整備後は、新東名高速道路を経由することで通常通

りの出荷が可能となりました。

■清水ＩＣ関連の整備により、越波等による由比地区（国道１号、東名）の通行止め時にも、新東名高速道路を活用することで、当該

地域における物流活動の維持が可能となり、リダンダンシー機能が発揮されました。

 国道５２号の迂回路としての機能

至

東
京

至 山梨

静岡市

清水区

至

名
古
屋

清水工業団地

富士宮市

富士市

新清水ＪＣＴ

清水
いはらＩＣ

清水ＪＣＴ

清水ＩＣ

新清水ＩＣ

富士川ＳＡ
ｽﾏｰﾄＩＣ

11

11

＜清水工業団地企業の声＞

国道５２号が止まると富士宮

方面から迂回していましたが、

新東名供用後は通行止め時も

普段どおり出荷できているため、

輸送経路に対する不安や心配

がなくなりました。

新富士ＩＣ

富士ＩＣ

5252

139139

山梨県

南部町

新東名供用後
迂回ルート

約１５分

新東名供用前
迂回ルート

約７０分

通常
ルート

約３０分

 国道１号の迂回路としての機能

［由比地区通行止め時のネットワーク］

清水ＩＣ関連整備前 清水ＩＣ関連整備後

至 甲府

新清水ＩＣ

新清水ＪＣＴ

清水ＪＣＴ

至

名
古
屋

至

東
京

由比地区の通行止め
時は、東京方面の道
路ﾈｯﾄﾜｰｸが遮断

新清水ＩＣ

新清水ＪＣＴ

清水ＪＣＴ

至

名
古
屋

至

東
京

新聞記事：由比地区における通行止め

※新聞記事：Ｈ23.9.21静岡新聞

新東名を介して名古
屋・東京方面の道路
ﾈｯﾄﾜｰｸを確保

※南部町自治会長ヒアリング調査（Ｈ25.10.24）より

出荷先工場

由比地区の通行止め履歴（過去１０年）

＜山梨県南部町住民の声＞

かかりつけの富士市の病院へ行く際に、以前

は国道５２号と１号を利用していましたが、現

在は新東名を利用することで由比地区の通

行止めに対する不安がなくなりました。

清水工業団地

至 甲府

東名高速道路

新東名高速道路
新東名高速道路

東名高速道路

富士由比ﾊﾞｲﾊﾟｽ富士由比ﾊﾞｲﾊﾟｽ

区間 区間 通行止時間

H19.7.15 富士ＩＣ～清水ＩＣ ８．６時間 － － 台風４号による通行止め

H21.10.8 富士ＩＣ～清水ＩＣ ６．０時間 － － 台風１８号による通行止め

H22.2.28 富士ＩＣ～清水ＩＣ ８．８時間
静清ＢＰ庵原交差点
　～富士由比ＢＰ道の駅富士

９．４時間
チリ地震に伴い、
東名・国道１号ともに通行止め

H23.3.11 富士ＩＣ～清水ＩＣ ２２．６時間
静清ＢＰ清見寺ＩＣ
　～富士由比ＢＰ宮島東交差点

２０．８時間
東日本大震災に伴い、
東名・国道１号ともに通行止め

H23.7.19 富士ＩＣ～清水ＩＣ ３６．５時間 － － 台風６号による通行止め

H23.9.21 富士ＩＣ～清水ＩＣ ６．９時間 － － 台風１５号による通行止め

H24.9.30 富士ＩＣ～清水ＪＣＴ ４．４時間 － － 台風１７号による通行止め

H25.9.16 富士ＩＣ～清水ＪＣＴ ６．９時間 － － 台風１８号による通行止め

　～新東名高速道路・新清水ＩＣ供用（Ｈ24.4 .14）～

日付
東名高速道路の通行止め履歴 国道１号富士由比ＢＰの通行止め履歴

備考
通行止時間

※企業ヒアリング調査結果（Ｈ25.1.29）より

清水工業団地



－ ８ －

２．評価の視点：一般国道５２号清水ＩＣ関連

⑤ 地域間交流の促進

■清水ＩＣ関連の整備により、新たに静岡と甲府を結ぶ高速バス路線が新設され、地域間交流の促進に大きく貢献しました。

■国道５２号沿線の道の駅とみざわ（山梨県南部町）では、新清水ＩＣ供用により利用者数・売上げともに増加しており、特に名古屋

方面など遠方からの利用者が増加しています。

 新たな高速バス（静岡甲府線）の新設

［新聞記事（しずてつ高速バス）］

※新聞記事
：Ｈ24.6.29中日新聞静岡版

※ 路線バス会社へのヒアリング調査（Ｈ25.10.29）より

 道の駅への来訪者数増加

道の駅
とみざわ

新清水ＩＣ

富士川ＳＡ
ｽﾏｰﾄＩＣ

5252 11

至

東
京

1139

1469

至 名古屋

5252

至

名
古
屋

至

東
京

中
部
横
断
自
動
車
道

静岡市

清水区 新清水ＩＣ

静岡駅

新静岡ＩＣ

甲府駅

増穂ＩＣ

白根ＩＣ

至 長野

＜高速バス管理者の声＞

新清水ＩＣの供用を機に、Ｈ24年７月より新たに静岡

⇔甲府間の高速バス路線の運行を開始しました。当初

は期間限定の予定でしたが好評だったため現在に至る

まで運行を継続しており、１日あたり約４０人の方に利

用いただいています。

利用者の約６割が
静岡方面

※ 道の駅管理者へのヒアリング調査（Ｈ25.10.29）より

＜道の駅とみざわ駅長の声＞

新清水ＩＣの供用により、道の駅の利用者数、売上げと

もに増加しています。

また、道の駅を利用するお客さんの車のナンバーを見る

と、新東名供用後は名古屋方面など遠方からのお客さん

が増えています。

5252

静岡⇒甲府・⻯王（１⽇２便）
・7:25静岡発→10:30⻯王着
・16:00静岡発→19:05⻯王着
甲府・⻯王⇒静岡（１⽇2便）
・7:00⻯王発→10:03静岡着
・16:40⻯王発→19:43静岡着 5252

至 山梨 ［道の駅の１日あたり利用者数・売上額の推移］

429 480 539

0
100

200

300

400
500

600

新東名供用前

（Ｈ23年度）

新東名供用後

（Ｈ24年度）

新東名供用後

（Ｈ25年度）

（人/日） ［利用者数推移］

［売上額推移］

1.00 

1.07 

1.20 

0.95 
1.00 
1.05 
1.10 
1.15 
1.20 
1.25 
1.30 

新東名供用前

（Ｈ23年度）

新東名供用後

（Ｈ24年度）

新東名供用後

（Ｈ25年度）

約２割増

※ Ｈ23年度の１日あたりの売上額
を1.0とした場合の推移

※Ｈ25年度の利用者数・売上額は、上半期（4～9月）の平均

静岡甲府線の新設により、
年間約６千万円の観光消費額が

新たに創出！

※ 「観光庁全国観光入込客統計」における１人あたり
の観光消費額に高速バス利用者数を乗じて算出



－ ９ －

３．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化：一般国道５２号清水ＩＣ関連

（１）当初計画および供用の状態

事 項
前回評価

（Ｈ１７再評価）
事後評価 備 考

道路構造等 ２車線 ２車線

全体事業費 ２５億円

（９３億円）

２５億円

（９３億円）

（ ）：NEXCO施工分を含む

交通量
（新清水ICアクセス部）

５，５００台／日

＜計画＞

４，７００台／日

＜実績（年間平均日交通量※）＞

新東名高速道路（海老名南JCT～御殿場JCT、浜松いなさJCT～豊田東

JCT）が未供用のため、計画交通量と現況交通量に乖離が生じている。

※年平均日交通量：Ｈ24.4.14～Ｈ25.4.13の平均

事業期間 平成８年度～平成２４年度

（事業期間：１７年）

平成８年度～平成２３年度

（事業期間：１６年）

新東名高速道路（御殿場JCT～浜松いなさJCT）の供用が約１年前倒しし

たことから、事業期間が短縮している。

事 項
前回評価

（Ｈ１７再評価）
事後評価

Ｈ１７再評価時
からの変化

変化の内容または理由

交通量

（国道５２号）

約８，６００台/日

［H17道路交通センサス］

約５，７００台/日

［H24年度清水北トラカン交通量］

約２，９００台/日

削減

新東名高速道路へ交通量が転換したため、

国道５２号の交通量が削減

旅行速度

（国道５２号）

約４７km/h

［Ｈ17道路交通センサス］

約５３km/h

［H24年度民間走行履歴データ］

約６km/h

向上

新東名高速道路へ交通量が転換したため、

国道５２号の旅行速度が改善

（２）現道の状況



－ １０ －

４．対応方針（原案）

（１）今後の事業評価の必要性
■一般国道５２号清水ＩＣ関連は事業が完了しており、当初の整備目的どおりの効果が発現していることから、今後の事後評価の必要はないと考

えます。

（２）改善措置の必要性
■一般国道５２号清水ＩＣ関連は当初の整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと考えます。

（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
■一般国道５２号清水ＩＣ関連は当初の整備目的どおりの効果を確認していることから、同種事業の計画・調査のあり方の見直しの必要はないと

考えます。

評価結果を踏まえ、以下の３つの必要性について検討しました。

①円滑なモビリティの確保
・現道等の年間渋滞損失時間が削減。
・新幹線駅（ＪＲ静岡駅）へのアクセス向上。
・第三種空港（富士山静岡空港）へのアクセス向上。

②物流効率化の支援
・国際拠点港湾（清水港）へのアクセス向上。

③国土・地域ネットワークの構築
・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上。

④安全で安心できるくらしの確保
・三次医療施設（静岡県立総合病院）へのアクセス向上。

⑤災害への備え
・近隣市へのルートが１つしかなく、災害による道路寸断で孤立化する集落が解消。
・第一次緊急輸送道路として位置付けられている。
・緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成。

⑥地球環境の保全
・対象道路の整備により、自動車からのCO2排出量が削減。CO2排出削減量：47千t/年 (3,201千t/年⇒3,154千t/年)

⑦生活環境の改善・保全
・現道等における自動車からのNO2排出削減率（約２％削減）。
・現道等における自動車からのSPM排出削減率（約２％削減）。

（４）客観的評価指標の該当項目

３．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化：一般国道５２号清水ＩＣ関連



－ １１ －

（１）費用便益比（B/C）

参考資料 費用対効果分析

※ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。

３．６（４．０）
※

（ ）は、前回評価時

＝◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
４２３億円 ＋ ７億円 ＋ ２億円

１０９億円 ＋ １２億円

４３２億円

１２１億円

【前回再評価時からの変更点】

１．Ｈ２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ１７→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ１７→Ｈ２５） ３．費用便益分析の検討年数を変更（４０年→５０年）

（走行時間短縮便益） （走行経費減少便益） （交通事故減少便益）

（事業費） （維持管理費）


